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甲田町小原

第32回　大土山田楽大花田植え
6月3日

（日） 神事が行われたのち3頭の飾り牛
や早乙女など100名を超える演者
が入場。目の前で繰り広げられる
華やかな歴史絵巻を、市内外から
集まった観客が楽しみました。

クリスタルアージョ
健康フェスタ2018

6月10日（日）

骨密度や肺年齢などの
測定や相談コーナー、お
口の健康コーナー、薬
の健康コーナーなど、健
康にまつわる様々なブー
スを設置。多くの市民が
来場し、自身の体と向き
合いました。

クリスタルア
ージョ

要約筆記奉仕員養成講座

6月2日（土） 要約筆記奉仕員とは、難聴や
聴覚障害のある人で手話の分か
らない人のために要約筆記を行
う通訳者のこと。この奉仕員を
養成する講座が開講しました。
参加者は、平成31年2月まで全
16回の講座を受講します。

高宮町内保
育所

八千代町小・中学
校

建設労働組合　住宅デー

6月24日（日）

県の建設労働組合が地域貢
献を目的として、市内各施設
の修理をボランティアで実施
している「住宅デー」。41回目
となる今年は、第11地域連合
三次甲田地区のみなさんが高
宮町内の保育所を、高田地区
のみなさんが八千代小・中学
校を訪問し作業をしました。

吉田運動公園体育館

第15回安芸たかた

　  障害者ふれあいスポーツ交流会

6月24日（日）

障害のある方々のふれあいの場と
して開催されている交流会に約
260人が参加。玉運びやパン食い
競争など様々な競技が行われ、会
場内は明るい歓声が飛び交いまし
た。吉田高校の生徒など多くのボ
ランティアも参加しました。

高宮ハーモニー広場

建設フェスタin安芸高田

6月9日（土）

ユンボやタイヤショベル
など働く車の乗車体験
やミニSL蒸気機関車の
試乗、バザーなどを開
催。会場には子どもた
ちの楽しそうな笑顔が
あふれていました。

市内各地 ホタル祭り
6月9日（土）、1

6日（土）

八千代町上佐々井、向原町保垣、高宮町
川根の市内3か所でホタル祭りが開催さ
れました。各会場で神楽の上演や地元産
品のバザー、ステージイベントなどが催さ
れ、多くの来場者で賑わいました。

向原花しょう
ぶ園

花しょうぶまつり

6月9日（土）、10日（日） 八千代

高宮

向原向原

向原町保垣

色とりどりの花しょうぶが
咲き誇る中、約3,000人が
来場。今年も株分け販売、
切り花販売が人気を集めて
いました。9日には小中学
生を対象とした写生大会も
行われました。

安芸高田市教育委員会
文化財係専門員
　　  秋本 哲治

伝嶊崎城山（冠念寺跡）
《甲田町下甲立》

シリーズ｢お城拝見！｣第79回

周辺に残る五輪塔寺跡付近の阿弥陀仏（当初は6体あったとも伝わる）航空レーザー測量図

昭和22年の航空写真（国土地理院提供）

周辺位置図（国土地理院地図に加筆）

伝「嶊崎城山」遠望（東側の阿弥陀堂より撮影）

城
跡
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、
伝
承
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わ
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あ
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わ
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介
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史
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嶊
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史
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あ
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あ
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仏
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光
市
岩
田
に
移
転
し
ま
し
た
が
、
寺

名
は
冠
念
寺
と
し
て
存
続
し
て
い
ま
す
。
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